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研究背景 

• いま求められるジェネリック・スキルの育成 
 

• 看護学生を取り巻く状況 1,2,3 
 

• 自己教育力と特性的自己効力感 
 

• ポートフォリオ学習 
 

• 経験学習サイクル 
 

• 看護学実習におけるリフレクション 
 

• ビジョン・ゴール 

 

 

 3 



• これから益々変化していく社会、その中で活躍していく為に、 

 どんな時も汎用的に役立つ能力・態度・志向として、 

 ジェネリック・スキル が今、求められている。 

  

 
 

• 単なる知識や技能だけでなく複雑な課題に対応できる力 
 

   ① 論理的思考力 

   ② 批判的分析力  

   ③ 人間関係形成能力  

   ④ 自律的に行動する能力 
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いま求められるジェネリック・スキルの育成 



看護学生を取り巻く状況 １ 

医療を取り巻く社会状況が変動する中で、看護職には

従来よりもさらに高度な専門性が求められている。 
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医療の高度化 高齢化社会 

・ 国は在院日数を短縮し、在宅医 
 療への移行を目指している。 
 

・ 看護師は限られた期間で、患者   
 の医療ニーズを評価し最適な 
 支援を見出さなくてはならない。 
 

  
・ 医療技術の進歩にあわせ、知識 
 を常に更新していく必要がある。 
  

・ 疾患を抱えながら生活する患者 
 が増加したことで、対象にあわ 
 せた看護が求められる。 
 



看護学生を取り巻く状況 ２ 

• 自ら問題を解決し、学んだことを活用していく事の
できる人材を育成する教育方法が求められている。 
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「生活体験の乏しさから、教育を行う上では教員の丁寧な関わりが必要と
なる一方で、それが学生の主体性や自立性を育ちにくくしている側面があ
る。 （中略） 限られた時間の中で学ぶべき知識が多くなり、カリキュラ 
ムが過密になっている。主体的に思考して学ぶ余裕がなく、知識の習得は
できたとしても、知識を活用する方法を習得できてないことがある。」 
 

                       厚生労働省 2011 
 



看護学生を取り巻く状況 ３ 

• これからの時代、看護師には主体的に生涯学び続けていく力と
しての自己教育力を身につけることが、様々な健康問題を抱え
た人々のニーズに応えるために必須である。 

 

• 「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会報告」
において、自己教育力の獲得は学習成果の一つとして掲げら
れ、このスキルの育成が提言されている。 
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自己教育力を育成する教育方法とは？ 



自己教育力 と 特性的自己効力感 

• 自己教育力 
 

   主体的に学ぶ意思・態度・能力であり、看護師の臨床実践能 

  力に影響を及ぼす。 

 

• 特性的自己効力感 
 

   具体的な個々の課題や状況には依存せずに、長期的に一般    

  化した日常場面における行動に影響する自己効力感を指す。 
 

  ➡ 特性的自己効力感が強いほどより高い目標を自分のため 

    に設定して挑戦し、それに対してコミットメントする。 
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ポートフォリオ学習 

• 自己教育力を身につけ、主体的に学ぶためには、内省す
る力が重要である。 
 

• 内省とは、「振り返り」、「自ら気づく力」であり、自分の
問題を自ら気づきそれを自ら改善し変化させていくこと。 
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ポートフォリオ学習 とは？ 
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◆実施方法 
 
①自らの目標を明確にするために、ビ   
 ジョンゴールシートを記入する。実習 
 における「願い」とそれを実現するた 
 めの具体的な「目標」が記載される。 
 
②目標達成に向けて集めた資料や実習 
 記録、自身の成果物を時間経過の順 
 にファイリングしていく。 
 
③自己学習内容の整理や日々の振り返 
 りを、リフレクションノートに記載する。 
 このノートも最後にはポートフォリオ 
 に綴じる。 
 
④実習終了後は、このポートフォリオを 
 もとに凝縮ポートフォリオを作成し、 
 発表を行う。発表時に他者からフィー 
 ドバックされた内容についてもポート 
 フォリオに綴じる。 
 
⑤最後に、「成長報告書」を記載し、自 
 己評価を行う。 



経験学習サイクル とは？ 
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重視 



看護学実習におけるリフレクション とは? 
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自己省察 



ビジョン・ゴール とは？ 
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ビジョン 

ゴール 

具体例 



研究方法  1 

 対象: 看護師養成所3年次学生 84名 
 

 期間: 2015年12月  
 

 方法: 集合式質問紙調査法 
 

     テキストマイニングの手法を用いて分析 
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研究方法  2 

• 調査内容と分析 
 
 

①自己教育力尺度、特性的自己効力感尺度 

  基本統計量を選出し各尺度と４側面の相関関係を分析した。 

 解析にはVisual Mining Studio（NTTデータ数理システム 

 ver.8.3）を用いた。 
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研究方法  3 

• 調査内容と分析 
 

 ②各群の自由記述データを分析 
 

 質問； 臨地実習であなたが学んだことは何ですか？ 
 

   対象を自己教育力の高得点群と低得点群に分け、学んだ内 

 容の特徴を把握し比較した。Text Mining Studio（NTT 

 データ数理システム ver.6.0.3）で解析した。 
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倫理的配慮 

• 調査実施前に研究の主旨と方法、匿名性保持、成績
とは無関係である事を口頭で説明した。 
 

• 研究参加の意思は質問紙に記入欄を設けて確認した。 
 

• 尺度の使用にあたり、開発者に連絡し使用許可を得た。 
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アンケート回収率 

回収率         97.6％   (82名) 

 

有効回答率     89.3％   (75名) 
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自己教育力と特性的自己効力感の関連  1 :  VMS 

• 特性的自己効力感の平均点  ➡   68.37±11.56 

• 自己教育力の平均点     ➡   60.89±5.28 

• 自己教育力の4側面では「成長・発展への志向」がもっとも高かった。 
19 

 (N=75)

尺度 下位尺度 平均値 標準偏差 最小値 最大値 中央値

特性的自己効力感 68.37 11.56 40 90 70

60.89 5.28 47 73 61

成長・発展への志向 17.05 2.04 11 20 17

自己の対象化と統制 16.27 1.66 12 19 17

学習の技能と基盤 14.41 2.13 10 19 14

自信・プライド・安定性 13.16 2.17 10 19 13

自己教育力

自己教育力と特性的自己効力感の基本統計量

結果 



自己教育力と特性的自己効力感の関連  2 :  VMS 

20  自己教育力と特性的自己効力感の得点は正の相関が示唆される 



自己教育力と特性的自己効力感の関連  3 : VMS 
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(N=75)

特性的自己効力感

成長・発展への志向 自己の対象化と統制 学習の技能と基盤 自信・プライド・安定性
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自己教育力
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.48

1

.32 1

 自己教育力と特性的自己効力感には、正の相関が認められた。 

 「成長・発展への志向」は、その他の3側面と正の相関が認められた。 

 



自由記述テキストデータの分析  1:  TMS 

• 自己教育力尺度の得点によって高群と低群に分け、各群の自由
記述の内容分析を行った。 
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自由記述データの基本情報

 高い群   (N=36)  低い群    (N=35)

平均行長（文字数） 54.7 35.9
総文章数 52 43
平均文章長（文字数） 37.9 29.2
延べ単語数 390 246
単語種別数 212 139

 自己教育力の高い群は低い群と比較して文章数・単語数が多い。 

高群 低群 



自由記述テキストデータの分析 ２:  TMS 

• 品詞別出現回数 
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 名詞が357回ともっと多く、次いで動詞が184回であった。 

357 
184 



自由記述テキストデータの分析  ３:  TMS 

• 頻出語上位20 
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 両群ともに、「自分」「学ぶ」「振り返る」の単語出現頻度が高い 

 とくに高群は、「自分」「学ぶ」が頻出している 

高群 

低群 



自由記述テキストデータの分析  4: TMS 

• 注目語分析 「学ぶ」 
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 「学ぶ」と共起する語句に、「目標」「ビジョンゴール」「ゴール」があった。 



自由記述テキストデータの分析  5: TMS 

• 注目語分析 「振り返る」 
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 「振り返る」と共起する語句には、リフレクションに関係する言葉として
「活かす」「自信」「足りる＋ない」「目標」が出現していた。 



自由記述テキストデータの分析  6-1: TMS 

• 特徴語分析：自己教育力の高い群 
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自由記述テキストデータの分析  6-2 TMS 

• 特徴語分析：自己教育力の高い群 
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 「リフレクション」「記録物」「行動」「情報」などが特徴的である 

語句 補完類似度

学ぶ+できる 3.40
リフレクション 2.34
記録物 2.34
行動 2.34
情報 2.34
記録 2.11
ゴール 1.84
大切 1.84
ポートフォリオ 1.61
つく 1.56
つながる 1.56
まとめる 1.56
課題 1.56
学習 1.56
活かす 1.56
関連図 1.56
計画 1.56
見つける 1.56
原因 1.56
向かう 1.56

向ける 1.56

考え 1.56
自己 1.56
手 1.56
書く 1.56
情報整理 1.56
深い 1.56
反省 1.56
目標 1.56
力 1.56
*補完類似度：属性ごとに特徴的に出現する単語や語句を抽出する指標値

特徴語：自己教育力の高い群　

補完類似度（属性ごとに特徴的に出現する語句を抽出する指標値）による分析 



自由記述テキストデータの分析  7-1: TMS 

• 特徴語分析：自己教育力の低い群 
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自由記述テキストデータの分析  7-2: TMS 

• 特徴語分析：自己教育力の低い群 
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 「患者」「援助」「分かる」「振り返る」が特徴的である 

語句 補完類似度

患者 5.36
援助 4.35
分かる 4.35
振り返る 3.24
整理 3.07
必要 3.07
看護 2.79
良い 2.79
行う+できる 2.56
実習中 2.56
足りる+ない 2.56
学習+できる 1.79
気持ち 1.79
疾患 1.79
明確 1.79

特徴語：自己教育力の低い群　

補完類似度による分析 



自由記述テキストデータの分析  8: TMS 

• 対応分析： 属性 と ことば 
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 高い群は、「記録」「ポートフォリオ」「考える」「学ぶ」がプロット 

 低い群は、「患者」「分かる」が特徴的である 

高い群 
低い群 



自由記述テキストデータの分析 9: TMS 

• ことばネットワーク ： 自己教育力の高い群 
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 3つのクラスターが抽出された。「記録」が「振り返る」と繋がっていた。 

 「振り返る」は、「活かす」「反省」「目標」とクラスターを形成していた。 

 



自由記述テキストデータの分析 10: TMS 

• ことばネットワーク： 自己教育力の低い群 
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 3つのクラスターが抽出 

 「振り返る」は、「足りる＋ない」「分かる」と繋がっていた。 



• 自己教育力尺度、特性的自己効力感の総得点の平均
値は先行文献と近似している。 
 

• 「成長・発展への志向」は、その他の3側面すべてに正
の相関が認められる。 
 

• ポートフォリオを活用した実習方法は、ビジョンゴール
シートを用いて目標を明確化できる。 
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考察 



自己教育力と学生が学んだ内容 1 

• 学んだ内容のテキストデータから、自己教育力の高得
点群と比べ、低得点群は出現語数が少ない。 
 

• ことばネットワークの中心「振り返る」の原文参照から、
高得点群は自己を振り返り、客観的に評価している。 
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「振り返る」の原文参照 例 

• 高得点群は、リフレクション（自己省察）している 
36 

高得点群のリフレクション内容 



自己教育力と学生が学んだ内容 2 

• 低得点群の学んだ内容は、自己の現状を理解するこ
とに留まっている。 
 

• 同じ学習方法でも、自己教育力の違いで学習内容に
差がある。 
 

• 学生の自己教育力の個人差を把握し、個々に合わせ
たアプローチを行う必要がある。 
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結論 

• 自己教育力の育成には、「成長・発展への志向」へのア
プローチが鍵となる。 

 

• 学生の自己教育力を把握し、個々に合わせた教授方法
を選択することが必要である。 
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おわりに 

• これからの看護教育は、学生が自分自身で成長・発展
できる教育体制を構築する必要がある。 
 

• 教師主導から学生主体の教育、自らを振り返る教育、
自発的に自己評価できる教育が鍵となる。 
 

• 特に自己教育力の低い学生に対しては、「具体的な言
語化」と「客観的評価」が重要である。 
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